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【問い合わせ先】

（財）茨城県中小企業振興公社 企業振興課

高岡、齊藤 （ ２２４－５３１７）5

平成２３年度受注企業実態調査結果（速報）

【調査概要】

１ 調査目的･･････････受注企業の生産・経営状況等の実態を把握して，今後の中小企業

振興の一助とする。

２ 調査対象･･････････公社に登録されている県内受注企業１，５０９社

３ 調査方法･･････････郵送によるアンケ－ト方式

４ 調査時点･･････････平成２３年１０月１日現在

５ 回答状況･･････････回答企業 ３９０社（２５．８％）
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【調査結果の概要】

◆ 「収益性の動向」については 「悪くなった」と回答した企業の割合が前年比 ポ, 4.6

イント減少しているものの 割を超えており最も多くなっている。続いて 「変わらな, 4 ,

い」と回答した企業の割合が約 割となっている。4

・ 今後の見通し」については 「見通し難」と回答した企業の割合が 割を超えてお「 , 4

り最も多いが 良くなる と回答した企業が前年比 ポイント増え約 割 そして 悪, 3.1 1 ,「 」 「

くなる」と回答した企業も前年比で ポイント減少していることから持ち直しの動き7.3

が見られる。

・ 資金調達」については 「 年前と変わらない」と回答した企業の割合が約 割とな「 , 1 8

っている。

・ 経営上の主な問題点」については 約 割の企業が「受注量の確保」と回答し 以下「 , 8 ,

「受注単価の低下 ・ 発注企業の海外生産」と 例年同様の割合となっている。」「 ,

・ 今後の経営方針 については 割を超える企業が 取引先の拡大 ･ 技術の向上「 」 「 」「 」5 ,

「品質の向上」と回答している。

◆ 「受注量の動向」については 約 割の企業が「増加した」と回答しているものの, 3 ,

約 割弱の企業で「減少した」と回答している。4

・ 受注量の今後の見通し」については 例年同様「見通し難」と回答した企業の割合「 ,

が 約 割弱と最も多くなっている。また 前年比で「増加する」と回答した企業割合, 4 ,

が増え 「減少する」と回答した企業が減っている。,

◆「受注単価の動向」については 割以上の企業が「変わらない」と回答しているが,5 ,

「減少した」と回答した企業割合も 割を超える回答となっている。4

◆「海外との貿易」については 割以上の企業が「輸出 ・ 輸入」とも現在行っておら,7 」「

ず 「今後も予定なし」と回答している。なお 「輸出」や「輸入」を行っている企業は, ,

前年比で若干増加している。

◆「円高の影響」については 約 割の企業が「影響あり」と回答し 「将来的に影響あ, 5 ,

り」と回答した企業も約 割となっている。3

・ 収益面への影響」については 割以上の企業が「減益」と回答し そのうち約 割「 9 , 3

が「深刻な減益」と回答している。

・ 具体的な影響」については， 割以上の企業が「取引先からコストダウン要請」と「 6

回答しており 以下「大企業の生産拠点が海外移転 ・ 海外からの安価製品輸入」とな, 」「

っている。

・ 実施・検討している円高対策」については 約 割の企業が「生産コストの削減 ・「 」, 5

「新規顧客の開拓」と回答している。

◆「海外（特に中国やアジア地域）から入ってくる部品（や支給材）の品質」について

は 割以上の企業が「かなり良くなってきたが まだバラツキがあるように思う」 約,5 , , 3

割の企業が「全体としてまだまだ劣ると思う」と回答している。
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【調査結果】
（注）調査項目よっては主要項目の記載や四捨五入の都

合上，合計が１００％にならないものがあります。

１ 経営状況について

( ) 収益性の動向1

区 分 本 年 昨 年 増 減

良くなった １６．４％ １９．０％ ▲２．６

悪くなった ４３．２％ ４７．８％ ▲４．６

変わらない ４０．４％ ３３．２％ ７．２

・収益性の動向については 「良くなった」とする企業の割合が昨年度比 ポイ， 2.6

ント減の ％となった。16.4

・ 悪くなった」とする企業の割合は昨年度比 ポイン ト減の ％となった。「 4.6 43.2

・ 変わらない」とする企業の割合は昨年度比 ポイント増の ％となった。「 7.2 40.4

( ) 今後の見通しについて2

区 分 本 年 昨 年 増 減

良くなる １１．３％ ８．２％ ３．１

悪くなる ２４．１％ ３１．４％ ▲７．３

変わらない １９．１％ １７．８％ １．３

見通し難 ４５．５％ ４２．６％ ２．９

・今後の見通しについては 「良くなる」とする企業の割合が昨年度比 ポイント， 3.1

増の ％となった。11.3

・ 見通し難」とする企業の割合が昨年度比 ポイント増の ％となった。「 2.9 45.5

・ 悪くなる」とする企業の割合は，昨年度比 ポイント減の ％となった。「 7.3 24.1

( ) 資金調達について（１年前（前年１０月）との比較）3

区 分 本 年 昨 年 増 減

容易になった ７．９％ ８．２％ ▲０．３

変わらない ７６．３％ ７０．８％ ５．５

困難になった １５．８％ ２１．０％ ▲５．２

・資金調達については 「変わらない」とする企業の割合が昨年度比 ポイント増， 5.5

の ％となった。76.3

・ 困難になった とする企業の割合は 昨年度比 ポイント減の ％となった「 」 ， 。5.2 15.8

( ) 経営上の主な問題点について（複数回答）4

区 分 本 年 昨 年 増 減

受注量の確保 ７８．７％ ８１．５％ ▲２．８

受注単価の低下 ４９．２％ ５６．９％ ▲７．７

発注企業の海外生産 ３０．５％ ２９．９％ ０．６

人材不足 ２４．５％ ２４．２％ ０．３

設備投資 ２４．２％ １９．５％ ４．７

・経営上の問題点については 「受注量の確保」とする企業の割合が ％と最も多, 78.7

く 以下「受注単価の低下」 「発注企業の海外生産」と続く。, ,
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( ) 今後の経営方針（複数回答）5

区 分 本 年 昨 年 増 減

取引先の拡大 ６０．６％ ６４．７％ ▲４．１

技術の向上 ５０．１％ ５１．５％ ▲１．４

品質の向上 ５０．１％ ５２．０％ ▲１．９

原価低減 低コストへの対応 ４０．７％ ４４．０％ ▲３．３（ ）

堅実経営・経費の削減 ３７．３％ ３９．０％ ▲１．７

・今後の経営方針については 「取引先の拡大」とする企業の割合が ％と最も多， 60.6

く，以下「技術の向上 「品質の向上」と続く。」，

２ 受注状況について

( ) 受注量の動向（１年前（前年１０月）との比較）1

区 分 本 年 昨 年 増 減

増加した ３０．７％ ４０．２％ ▲９．５

減少した ３８．５％ ３９．４％ ▲０．９

変わらない ３０．７％ ２０．４％ １０．３

・受注量の動向については 「増加した」とする企業の割合が昨年度比 ポイント減， 9.5

の ％となった。30.7

・ 減少した」とする企業の割合は，昨年度比 ポイント減の ％となり 「変わ「 ，0.9 38.5

らない」とする企業の割合は，昨年度比 ポイント増の ％となった。10.3 30.7

( ) 今後の見通しについて2

区 分 本 年 昨 年 増 減

増加する １４．１％ １１．９％ ２．２

減少する ２３．３％ ３１．７％ ▲８．４

変わらない ２６．５％ １９．５％ ７．０

見通し難 ３６．１％ ３６．９％ ▲０．８

・今後の見通しについては 「減少する」とする企業の割合が昨年度比 ポイント減， 8.4

の ％となり 「増加する」とした企業の割合は昨年度比 ポイント増の ％と23.3 , 2.2 14.1

なった。

・ 変わらない」とする企業の割合は昨年度比 ポイント増の ％となった。「 7.0 26.5

( ) 受注単価の動向について3

区 分 本 年 昨 年 増 減

増加した ３．７％ ３．７％ ０．０

減少した ４３．３％ ５３．８％ ▲１０．５

変わらない ５３．０％ ４２．４％ １０．６

・受注単価の動向については 「減少した」とする企業の割合が昨年度比 ポイン， 10.5

ト減の ％となった。43.3

・ 変わらない」とする企業の割合は昨年度比 ポイント増の ％となった。「 10.6 53.0
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３ 海外との貿易について

( ) 輸出について1

区 分 本 年 昨 年 増 減

輸出を行っている １０．７％ ８．８％ １．９

輸出を行っていないが，今後 １２．１％ １２．７％ ▲０．６

考えてみたい

輸出を行っていないし，今後 ７７．１％ ７８．５％ ▲１．４

もその予定はない

・輸出については 「輸出を行っていないし，今後もその予定はない」とする企業の，

割合が ％と最も多かった。77.1

( ) 輸入について2

区 分 本 年 昨 年 増 減

輸入を行っている １２．６％ １１．２％ １．４

輸入を行っていないが，今後 １１．７％ １１．４％ ０．３

考えてみたい

輸入を行っていないし，今後 ７５．７％ ７７．４％ ▲１．７

もその予定はない

・輸入については 「輸入を行っていないし，今後もその予定はない」とする企業の，

割合が ％と最も多かった。75.7

４ 円高の影響について

( ) 円高の影響1

区 分 本 年 昨 年 増 減

影響あり ４７．７％ ４１．６％ ６．１

将来的に影響あり ３０．６％ ３３．１％ ▲２．５

影響なし ２１．６％ ２５．３％ ▲３．７

・円高の影響については 「影響あり」とする企業の割合が昨年度比 ポイント増， 6.1

の ％となった。47.7

( ) 収益面への影響2

区 分 本 年 昨 年 増 減

深刻な減益 ２７．３％ ２５．９％ １．４

多少の減益 ６６．４％ ７１．５％ ▲５．１

多少の増益 ５．５％ ２．６％ ２．９

大幅な増益 ０．８％ ０．０％ ０．８

・収益面への影響については 「多少の減益」とする企業の割合は昨年度比 ポイ， 5.1

ント減の ％となった。66.4

・一方 多少の増益 とする企業の割合が昨年度比 ポイント増の ％となった, 2.9 5.5「 」 。
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( ) 具体的な影響（複数回数）3

区 分 本 年 昨 年 増 減

取引先からコストダウン要請 ６０．１％ ６７．４％ ▲７．３

大企業の生産拠点が海外移転 ５５．２％ ７６．２％ ▲２１．０

海外からの安価製品輸入 ３０．１％ ３１．６％ ▲１．５

購買部品を安く調達できる ９．２％ ８．８％ ０．４

材料が安く手に入る ８．６％ １４．５％ ▲５．９

・具体的な影響については 「大企業の生産拠点が海外移転」し受注量が減少とす，

る企業の割合が昨年度比 ポイント減の ％となっている。21.0 55.2

・ 取引先からコストダウン要請」とする企業の割合は昨年度比 ポイント減の「 7.3

60.1 ,％となっており 最も多くなっている。

( ) 実施・検討している円高対策（複数回答）4

区 分 本 年 昨 年 増 減

生産コストの削減 ４７．８％ ４８．９％ ▲１．１

新規顧客の開拓 ４７．８％ ５６．７％ ▲８．９

特に考えていない ２３．５％ ２０．６％ ２．９

新技術・新製品の開発 １８．６％ － １８．６

為替変動の影響を受けにくい ７．３％ １２．８％ ▲５．５

製品等にシフト

・実施・検討している円高対策については 「生産コストの削減」･「新規顧客の開，

拓」とする企業の割合が ％と最も多く，以下「特に考えていない」と続く。47.8

５ 海外（特に中国やアジア地域）から入ってくる部品（や支給材）の品質について

( ) 国内のものと比較1

区 分 本 年 昨 年 増 減

全体としてまだまだ劣ると思 ２６．４％ ２１．９％ ４．５％

う

かなり良くなってきたが ま ５２．５％ ５５．０％ ▲２．５％,

だバラツキがあるように思う

十分に対抗できるレベルに達 １９．８％ ２１．１％ ▲１．３％

してきていると思う

すでに超え始めていると思う １．２％ ２．０％ ▲０．８％

・海外から入ってくる部品 や支給材 の品質については 国内のものと比較して か（ ） ， 「

なり良くなってきたが，まだバラツキがあるように思う」とする企業の割合が 52.5

％と最も多く，以下「全体としてまだまだ劣ると思う 「十分に対抗できるレベル」，

に達してきていると思う」と続く。



１．経営状況について
（１）収益性の動向

H21 H22 H23
良くなった 4.2 19.0 16.4
悪くなった 80.0 47.8 43.2
変わらない 15.8 33.2 40.4

（２）今後の見通しについて

H21 H22 H23
良くなる 10.5 8.2 11.3
悪くなる 35.5 31.4 24.1
変わらない 24.9 17.8 19.1
見通し難 29.1 42.6 45.5

（３）資金調達について（１年前との比較）

H21 H22 H23
容易になった 3.0 8.2 7.9
変わらない 65.9 70.8 76.3
困難になった 31.1 21.0 15.8
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（４）経営上の主な問題点について（複数回答）

H21 H22 H23
受注量の確保 90.2 81.5 78.7
受注単価の低下 52.3 56.9 49.2
発注企業の海外生産 17.1 29.9 30.5
設備投資 13.3 19.5 24.2
人材不足 16.4 24.2 24.5

（５）今後の経営方針（複数回答）

H21 H22 H23
取引先の拡大 56.5 64.7 60.6
技術の向上 44.8 51.5 50.1
品質の向上 50.9 52.0 50.1
原価低減（低コストへの対応） 33.9 44.0 40.7
堅実経営・経費の削減 49.1 39.0 37.3
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（５）今後の経営方針（複数回答） 
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２．受注状況について
（１）受注量の動向（１年前との比較）

H21 H22 H23
増加した 3.5 40.2 30.7
減少した 85.6 39.4 38.5
変わらない 10.9 20.4 30.7

（２）今後の見通しについて

H21 H22 H23
増加する 15.3 11.9 14.1
減少する 20.3 31.7 23.3
変わらない 24.8 19.5 26.5
見通し難 39.6 36.9 36.1

（３）受注単価の動向について

H21 H22 H23
増加した 0.3 3.7 3.7
減少した 47.0 53.8 43.3
変わらない 52.7 42.4 53.0
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3.5 
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38.5  
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（１）受注量の動向（１年前との比較） 
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（３）受注単価の動向について 
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変わらない 



３．海外との貿易について
（１）輸出について

H22 H23

輸出を行っている 8.8 10.7

輸出を行っていないが,
今後考えてみたい

12.7 12.1

輸出を行っていないし,
今後もその予定はない

78.5 77.1

（２）輸入について

H22 H23

輸入を行っている 11.2 12.6

輸入を行っていないが,
今後考えてみたい

11.4 11.7

輸入を行っていないし,
今後もその予定はない

77.4 75.7

４．円高の影響について
（１）円高の影響

H22 H23
影響あり 41.6 47.7
将来的に影響あり 33.1 30.6
影響なし 25.3 21.6
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78.5  

77.1  

（１）輸出について 

輸出を行っている 

輸出を行っていないが,今後

考えてみたい 

輸出を行っていないし,今後も

その予定はない 
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（２）輸入について 

輸入を行っている 

輸入を行っていない

が,今後考えてみた

い 
輸入を行っていない

し,今後もその予定

はない 

0% 50% 100% 
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41.6  

47.7  

33.1  

30.6  

25.3  

21.6  

（１）円高の影響 

影響あり 

将来的に影響あり 

影響なし 



（２）収益面への影響

H22 H23
深刻な減益 25.9 27.3
多少の減益 71.5 66.4
多少の増益 2.6 5.5
大幅な増益 0.0 0.8

（３）具体的な影響（複数回答）

H22 H23

取引先からコストダウン
を要求される

67.4 60.1

大手企業の生産拠点
が海外移転し,受注量が
減少

76.2 55.2

海外から安い競合製品
が流入してくる

31.6 30.1

購買部品を安く調達で
きる

8.8 9.2

材料が安く手に入る 14.5 8.6
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（２）収益面への影響 
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（３）具体的な影響（複数回答） 

H22 

H23 



（４）実施・検討している円高対策
　　（複数回答）

H22 H23

生産コストの削減 48.9 47.8

新規顧客の開拓 56.7 47.8

特に考えていない 20.6 23.7

新技術・新製品の開発 0.0 18.6
為替変動の影響をうけ
にくい製品等にシフト

12.8 7.3

５．海外（特に中国やアジア地域）から入ってくる部品（や支給材）の品質について
（１）国内のものと比較

H22 H23

全体としてまだまだ劣る
と思う

21.9 26.4

かなり良くなってきたが,ま
だバラツキがあるように思
う

55.0 52.5

十分に対抗できるレベル
に達してきていると思う 21.1 19.8

既に超え始めていると思う 2.0 1.2
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（４）実施・検討している円高対策 （複数回

答） 

H22 

H23 

0% 50% 100% 

H22 

H23 

21.9  

26.4  

55.0  

52.5  

21.1  

19.8  

2.0  
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（１）国内のものと比較 

全体としてまだまだ劣ると思う 

かなり良くなってきたが,まだ

バラツキがあるように思う 

十分に対抗できるレベルに達

してきていると思う 

既に超え始めていると思う 


